
愛知県自治体キャラバンが

行われました。

１０月１９日（火）の岩倉

市、１０月２０日（水）の犬山市、扶桑町、江

南市、１０月２１日（木）の大口町の自治体キャ

ラバンには尾北民商も参加し、国保・介護・後

期高齢保険の制度や、コロナ対策の減免などに

ついて要望を行いました。

尾北民商は１０月２４日（日）の

午前に拡大統一行動を行いました。

尾北民商の各支部から合計18人が

参加し、山下拡大推進委員長からの

あいさつの後で、チラシ配りと会員

読者の訪問活動を行ないました。

当日は犬山市の城下町や住宅地な

どに1100枚の民商チラシを届け、併

せて若手会員・読者に業者紹介を引

き出すための訪問活動を行ないました。

猛暑や予定日の悪天候で延期

していた拡大統一行動を、久し

ぶりに行うことができ、やはり

動いてこそ民商運動との認識を

新たにしました。

今、コロナ禍の下で多くの業

者が、営業と生活の維持に悩ま

されています。民商は地域の業

者の困ったに応える団体です。

あなたの知っている業者を紹介してください。
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仲間を増やそう犬山で拡大統一行動！

愛知自治体キャラバンとは

民主団体が協力して、県内のすべての自治体を訪問し、各

市町村に対して、医療福祉など社会保障の拡充と、国や県に

意見書の提出を求めて行動する運動です。第１回は1980年で、

今年で４２回目です。

各市町に事前アンケートを行った結果をもとに、先進的な

自治体の社会保障制度・運用を他の市町村でも実現するよう、

長年の働きかけを続けて、多くの要望を実現してきました。

愛知自治体キャラバン！ 尾北民商は今年も３市２町参加！

尾北民商は今年も、江南市、岩倉市、犬山市、扶桑

町、大口町に要望書を提出し､それぞれ懇談を申し入

れました。

小規模企業振興基本法に基づいた施策の充実、新型

コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交

付金(事業者支援分)の活用、値上げが続く

市町村国保の改善、小規模業者の支援・減

免制度などについて交渉を行う予定です。

地域で実際に営み暮らしている業者の、生の声を市

町に届けましょう。自治体への要望がある人は最寄り

の役員・事務局にご連絡ください。

日程が決まり次第、順次お伝えします。

行政と懇談を行います！ 参加希望の人は連絡を！

扶桑町交渉 １１月１５日(月) １５：３０～１６：３０

犬山市交渉 １１月１９日(金) １５：００～１６：００

江南市交渉 １１月２２日(月) １１：００～１２：００

本来、修正申告が適切なのに、国税局による強制査

察、逮捕・起訴を行ったこの事件は、民商つぶしを狙っ

た弾圧事件です。検察は誤りを認め、不当な公訴を直

ちに取り下げるべきです。

１１月２１日（日）には倉敷民商弾圧事件愛知の会

総会も行われます。

尾北民商は自主申告の権利を守るこの闘いに合流し、

署名を募っています。

倉敷民商弾圧事件の公訴取り下げを求め、尾北民商から団体署名を送付！

倉敷民商弾圧事件とは

２０１３年５月、倉敷民商の会員だったＩ建設の申

告の期ずれ（期末の月などの仕事を、入金時期から次

年の売上に誤算入してしまうなど）を問題として、広

島国税局が倉敷民商事務所と事務局員の家を家宅捜査

し、翌１４年に事務局員３人を起訴しました。

１審の有罪判決が違法な手続きとして破棄され、地

裁に差し戻されて以来、検察は立証に係る証拠を整理

し、主張をまとめて提出することができていません。

禰屋さんの行いに犯罪の根拠がないからです。

裁判手続きが止められ、今日まで８年間、禰屋さん

は容疑者という不安定な立場のままに置かれています。


